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障害物がイワナの生き残りを決める？
〜人工障害物の設置による捕食者対策〜

■目　　的
　飼育した稚魚を川へ放す種苗放流は、渓流
魚の増殖手法として最も広く普及・定着した
方法ですが、放流後の生残率が極めて低いこ
とが問題となっています。これまでの研究か
ら、多くの放流魚が放流場所付近で鳥類に捕
食されることが明らかとなっており、放流魚
の生き残りを改善するためには、捕食されに
くい環境を把握することが必要と考えられま
した。このため、本研究では、安くかつ簡単
に作製できる人工障害物（石に生分解性テー
プを巻き付けたもの、写真１）に注目し、イ
ワナの生き残りや定着との関係を調査しまし
た。本内容はMiyamoto and Araki （2019）
の一部を抜粋したものです。

■方　　法
　捕食緩和策を検討するため、屋外水槽に障
害物を設置した場合としない場合（石のみ）
とで、放流したイワナの生残個体数を比較し
ました。なお、捕食動物を調査するために屋
外水槽の周辺には赤外線自動カメラを設置し
ました。次にイワナの定着と障害物との関係
を明らかにするため、コンクリート池に障害
物を設置した試験区と設置しない試験区をそ
れぞれ設定し、そこにトラップ（定着せずに
試験区外へ移動した個体を採捕するためのワ
ナ）を設置することで、それぞれの試験区に
定着したイワナの個体数を評価しました。

■結果及び波及効果
　調査の結果、障害物を設置した水槽では設
置していない水槽と比較して、生き残った個
体が５倍近くも多いことがわかりました（図
１）。その理由は、水中を漂う障害物が捕食
動物であるアオサギ（写真２）の視界を妨げ
たことでイワナが食べられにくくなったため
と考えられました。次に、試験区に定着した
イワナの個体数と障害物との関係を調査した
結果、障害物を設置することで、試験区に定
着したイワナの個体数は約６倍も多くなるこ
とがわかりました（図２）。これは障害物が
イワナ同士の縄張りをめぐる攻撃行動を緩和
し、試験区に留まることのできるイワナの個
体数を増加させたためと考えられました。こ
のように、障害物の多い場所に放流を行う、
もしくは放流場所に障害物を追加することが
捕食や縄張りの影響緩和策として有効と考え
られました。この技術の応用として、渡良瀬
川水系魚ふれあい振興会では、市民とともに
放流場所への障害物（落葉落枝）の設置に取
り組んでいます。
(http://www.ryomo-fishing.com/wffa.html)
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写真１（左）　石に生分解性テープを縛り付けた障害物
写真２（右）　屋外水槽でイワナ稚魚を捕食するアオサギ

図２
イワナの定着個体数と
障害物との関係

図１
イワナの生残個体数と
障害物との関係


